
昨
年
３
月

日
午
後
２
時

１１

４６

分
、
三
陸
沖
で
発
生
し
た
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド

の
巨
大
地
震
。

９．０

こ
の
地
震
で
発
生
し
た
津
波
な

ど
に
よ
り
、
１
万
５
８
０
０
人

を
超
え
る
命
が
奪
わ
れ
、
現
在

で
も
３
３
０
０
人
を
超
え
る
人

が
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
壊
し
た
建
物
は
、
１２

万
７
２
０
０
戸
に
上
り
ま
し
た
。

未
曽
有
の
大
災
害
か
ら
１
年
。

い
ま
一
度
、
災
害
へ
の
備
え
を

考
え
ま
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
安
城

市
の
被
災
地
支
援

●
職
員
派
遣

暫
給
水
車
で
の
給
水
活
動

暫
り
災
証
明
事
務
支
援

暫
保
健
活
動
支
援

暫
道
路
・
下
水
道
復
旧
業
務

暫
義
援
金
支
給
の
た
め
の
審
査
・

振
込
業
務

暫
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

●
支
援
物
資

暫
備
蓄
品
を
市
独
自
に
発
送

暫
個
人
・
企
業
な
ど
か
ら
受
け

付
け
た
支
援
物
資
を
愛
知
県

を
通
じ
発
送

暫
備
蓄
品
を
愛
知
県
を
通
じ
発

送
暫
現
地
活
動
用
自
転
車
を
提
供

●
義
援
金

暫
岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県

に
計
１
８
０
０
万
円
を
送
金

（
市
民
一
人
当
た
り

円
の

１００

義
援
金
と
換
算
）

暫
１
月
末
日
ま
で
に
市
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
へ
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
累
計
９
３
６
８
万

５
６
８
１
円
を
随
時
送
金

●
避
難
者

暫
１
月
末
日
時
点
で
、

世
帯

１３

人
が
本
市
に
避
難
さ
れ
て

１９い
ま
す

広報あんじょう 2012.3.1 俄

東
海
・
東
南
海
地
震
は
い
つ
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い

こ
の
地
域
で
危
惧
さ
れ
て
い
る
東

海
・
東
南
海
地
震
。
国
の
地
震
調
査

委
員
会
は
、
今
後

年
以
内
に
東
海

３０

地
震
が
発
生
す
る
確
率
を

％
程
度
、

８８

東
南
海
地
震
が
発
生
す
る
確
率
を
７０

％
程
度
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
が
実
施
し
た
「
東
海
地
震
・
東
南

海
地
震
被
害
予
測
調
査
」（
下
表
）に

よ
る
と
、
本
市
で
も
相
当
の
被
害
が

発
生
す
る
見
込
み
で
す
。

内
陸
直
下
型
地
震
の
危
険

東
海
・
東
南
海
地
震
以
外
に
も
、

地
震
の
危
険
は
潜
ん
で
い
ま
す
。
そ

れ
は
直
下
型
地
震
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
に
代
表
さ
れ
る
こ
の
地
震
は
、

い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
こ
の
地
域
で
は
、
昭
和
２０

年
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

の
三
河
地

６．８

震
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

愛
知
県
内
に
は
、
直
下
型
地
震
の

原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
活
断
層
や

リ
ニ
ア
メ
ン
ト
が
多
数
存
在
し
て
い

ま
す
（
下
図
）。

■問諮防災危機管理課（緯〈７１〉２２２０）
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東海・東南海地震連動被害予測調査
（安城市関係分） 平成１４・１５年度愛知県実施

愛知県内の活断層とリニアメント
出典：愛知県

活断層施今後も活動する可能性のある断層をいいます。
断層が動くことで、地震が引き起こされると考えられ
ています。図では、愛知県西部を中心に、多くの活断
層が存在していることがわかります。

リニアメント施地表に認められる直線的な地形をいい、
地震・地すべりなどの災害が予測されます。

マグニチュード８．２７、本市の震度５強～６強と
想定した数

約２３００棟全壊棟数

建物
約７７００棟半壊棟数
約４０件出火件数※１
約２１０棟焼失棟数※１
約４万７０００戸上水道

ライフライン

約１万９０００戸都市ガス
約６４００戸ＬＰガス
約１万５０００戸電力
約５１００件電話
約５４０人下水道
約４０人死者数※２

人的被害 約２１００人負傷者数※２
約１万６０００人帰宅困難者※３

約２万１０００人１日経過後の避
難所生活者避難者

※最も被害が大きいと想定される時間帯での数
１獅冬季午後６時発生 ２獅冬季午前５時発
生 ３獅昼間時発生

現在、国は中央防災会議で被害想定の見直し作
業をしています。県は、国の被害想定を受け、平
成２５年６月に新たな被害想定を発表する予定です。
発表を受け、市では今後、見直しを進めていきま
す。

活断層調査優先度



※自助獅自分で自分
の身を守ること
共助獅周りの人た
ちと助け合うこと
公助獅市役所や消
防・警察による公
的支援のこと

特
に
大
き
な
力
と
な
る
の
は
、
地
域
の
人
同
士
の
助
け
合
い
。
そ
の
う
ち
の

一
つ
が
自
主
防
災
組
織
で
す
。

災
害
時
は
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」（
※
）
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
被
害
を
最

小
限
に
し
、
早
期
復
旧
・
復
興
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制

度
重
度
の
障
害
者
や
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
な
ど
、
日
常
で
も

支
援
を
必
要
と
す
る
人
（
要
援

護
者
）
が
、
災
害
発
生
時
に
、

地
域
で
支
援
を
受
け
ら
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

人
は
、
民
生
委
員
か
社
会
福
祉

課
（
緯
〈

〉
２
２
２
４
）へ
問
い

７１

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

災
害
発
生
時
、
総
合
・
北
部
・

作
野
・
中
部
・
西
部
・
桜
井
の

各
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
、
要
援
護

者
を
対
象
と
し
た
福
祉
避
難
所

と
し
て
開
設
し
ま
す
。
避
難
す

る
場
合
は
、
介
護
者
が
付
き
添

い
、
日
常
生
活
に
必
要
な
医
薬

品
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

広報あんじょう 2012.3.1 我

古
井
町
自

主
防
災
会
は
、

町
内
会
を
主

体
に
消
防
団
・

青
年
団
・
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
が
連
携
し
て

組
織
し
て
い
ま
す
。
昨
年

月
、
防

１１

災
貢
献
団
体
と
し
て
県
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
度
、
安
城

南
部
小
学
校
で
実
施
し
た
避
難
所
開

設
訓
練
を
基
に
、
町
内
向
け
の
冊
子

「
避
難
所
生
活
の
手
引
き
」
を
作
成
す

る
な
ど
の
活
動
が
認
め
ら
れ
た
た
め

で
す
。

目
指
す
は
、
一
人
も
見
逃
さ
な
い

防
災
。
ま
ち
の
人
全
員
の
安
否
が
確

認
で
き
る
よ
う
、
全
世
帯
安
否
確
認

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
の
鍵
と
な
る
の
が
住
民
の
町
内
会

加
入
率
。
現
在
、

・
８
％
で
す
が
、

９９

％
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

１００
災
害
発
生
直
後
は
、
消
防
な
ど
公

的
機
関
に
頼
る
こ
と
は
難
し
く
、
自

分
で
自
分
を
守
る
こ
と
に
も
限
界
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
重
要
な
役

目
を
果
た
す
の
が
自
主
防
災
組
織
。

少
し
で
も
円
滑
な
運
営
が
で
き
る
よ

う
、
毎
年
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
特
に
昨
年
７
月
の
訓
練
は
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
の
意
識
・
真
剣
さ

が
今
ま
で
に
な
い
程
高
か
っ
た
で
す

ね
。「
東
日
本
大
震
災
は
他
人
事
で
は

な
い
」と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

地
域
の
人
と
顔
見
知
り
に
な
る
。ＡＥＤの使用訓練を実施

こ
れ
は
、
自
主
防
災
で
と
て
も
重
要

な
こ
と
で
す
。
訓
練
を
一
緒
に
経
験

す
る
こ
と
で
、
普
段
面
識
が
な
い
人

と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
、

地
域
の
つ
な
が
り
が
強
く
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
普
段
か
ら
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

実
際
に
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
訓

練
の
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
訓
練
を
経
験
し
た
か
し
な
い
か

で
は
、
災
害
時
の
対
応
も
変
わ
る
は

ず
で
す
。
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す

た
め
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
が

訓
練
に
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

地
域
防
災
訓
練
・
町
内
会
行
事

に
参
加
し
ま
し
ょ
う

消
火
器
や
応
急
担
架
な
ど
の
使
い

方
を
勉
強
で
き
、
非
常
食
の
炊
き
出

し
は
避
難
生
活
に
役
立
ち
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
人
と
の
交
流
の
場
と
も

な
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

杉
浦
正
之
さ
ん（
古
井
町
自
主

ま
さ
ゆ
き

防
災
会
会
長
）

家
族
で
防
災
会
議
を

地
震
は
、
家
族
が
離
れ
離
れ
の
時

に
起
こ
る
可
能
性
も
十
分
あ
り
ま
す
。

普
段
か
ら
、
お
互
い
の
連
絡
方
法
や

避
難
場
所
を
決
め
、
避
難
経
路
の
確

認
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
自
宅
は
安
全
か

●
建
物

地
震
で
自
宅
が
倒
壊
し
な

い
か
、
早
め
に
耐
震
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
昭
和

年
５
月

日
以
前

５６

３１

建
築
の
木
造
住
宅
は
、
無
料
で
診
断

を
受
け
ら
れ
ま
す

●
家
の
中

タ
ン
ス
・
本
棚
・
食
器

棚
な
ど
の
家
具
は
、
転
倒
防
止
の
た

め
金
具
な
ど
で
固
定
し
、
特
に
寝
室

で
は
、
ガ
ラ
ス
製
品
や
重
い
物
が
落

ち
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ガ
ラ

ス
に
は
、
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼

り
ま
し
ょ
う

■
備
蓄
は
あ
る
か

避
難
所
に
一
緒
に
持
ち
出
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
準
備
し
て
お
く
べ
き
備
蓄
品

３

日
分
以
上
の
飲
料
水
・
食
料
、
ラ
ジ

オ
、
懐
中
電
灯
、
衣
類
な
ど

■
避
難
所
は
ど
こ
か

地
区
公
民
館
、
小
・
中
学
校
、
公

立
高
校
体
育
館
、
一
部
の
保
育
園
を

指
定
し
て
い
ま
す
。
近
く
の
避
難
所

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
地
震
防
災
マ
ッ
プ

避
難
所
一
覧
、

震
度
分
布
、
液
状
化
の
危
険
度
な
ど

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
防
災
危
機
管

理
課
、
南
部
・
桜
井
支
所
、
北
部
出

張
所
で
配
布
し
て
い
ま
す

地
震
が
発
生
し
た
ら

暫
丈
夫
な
机
な
ど
の
下
に
身
を
か
く

し
、
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

暫
座
布
団
な
ど
で
頭
部
を
保
護
し
、

転
倒
の
危
険
の
あ
る
家
具
か
ら
は

離
れ
ま
し
ょ
う
。

暫
火
の
始
末
は
、
揺
れ
が
収
ま
っ
て

か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

暫
扉
や
窓
を
開
け
て
避
難
口
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

暫
避
難
は
徒
歩
で
、
荷
物
は
最
小
限

に
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
で
頭
部

を
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

暫
高
齢
者
や
子
ど
も
と
避
難
す
る
と

き
は
、
手
を
離
さ
ず
に
誘
導
し
ま

し
ょ
う
。

暫
倒
壊
し
か
け
た
家
屋
や
電
柱
な
ど

に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

暫
ラ
ジ
オ
な
ど
で
、
正
確
な
情
報
を

入
手
し
、
う
わ
さ
に
惑
わ
さ
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
、
普
段
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す
。
次
の
点
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地元の情報源は地元から

災害時は、地元放送局と連携し、適時きめ

細かい情報を提供します。特に、ラジオ放送

は、停電時でも聞くことができます。ＦＭ

８３．８ＭＨz（ピッチエフエム）にチャンネルを

合わせてください。このほか、市役所公式ウ

ェブサイト、ツイッター、ケーブルテレビＫ

ＡＴＣＨ地上デジタル１２チャンネル、ＫＡＴ

ＣＨ災害情報サイトなどがあります。

安否確認には災害伝言ダイヤル１７１を

災害時は電話が狭い範囲で集中するため、

非常につながりにくくなります。家族・知人

の安否確認連絡には、災害用伝言ダイヤル

１７１を活用しましょう。

利用方法獅１７１をダイヤルすると、音声ガイ
ダンスが流れます。それに従い、伝言の録音・
再生をしてください

■問諮防災危機管理課（緯〈７１〉２２２０）
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